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②平成20年12月１日発行 薩摩川内市議会だより

◎各会計決算１９件について平成１９年度決算審査特別委員会で
　審査が行われ、認定されました。

平成１９年度各会計歳入歳出決算収支状況

会計区分 歳入総額 歳出総額 歳入歳出
差引残額

翌年度へ繰越
すべき財源 実質収支

一般会計 46,831,114 45,171,368 1,659,746 362,547 1,297,199

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

簡易水道事業 776,304 726,589 49,715 0 49,715
温泉給湯事業 63,423 54,721 8,701 0 8,701
公共下水道事業 511,175 490,773 20,402 20,370 32
農業集落排水事業 208,136 208,136 0 0 0
漁業集落排水事業 111,259 111,259 0 0 0
浄化槽事業 21,260 21,260 0 0 0
天辰第一地区土地区画整理事
業 1,709,715 1,451,029 258,686 250,705 7,981

川内駅周辺地区土地区画整理
事業 824,712 779,164 45,549 42,839 2,710

入来温泉場地区土地区画整理
事業 377,274 348,133 29,142 26,990 2,152

公共用地先行取得等事業 1,581 1,581 0 0 0
国民健康保険直営診療施設勘
定 953,113 949,805 3,308 3,308 0

介護サービス事業 204,034 204,031 	 3 0 	 3
国民健康保険事業 12,113,913 11,852,650 261,263 0 261,263
老人保健医療事業 13,321,845 13,321,845 0 0 	 0
介護保険事業 8,512,656 8,271,941 240,715 0 240,715

企
業
会
計

水 道 事 業
収益的収支 1,379,359 1,289,545 89,813 0 68,188
資本的収支 153,887 1,140,640 △986,753 0 −

工業用水事業
収益的収支 34,859 22,321 12,538 0 12,429
資本的収支 0 22,481 △22,481 0 −

自動車運送事業
収益的収支 123,443 123,433 10 0 −
資本的収支 217 719 △502 0 −

（単位：千円）

◇委 員 長　寺脇幸一
◇副委員長　今塩屋裕一
◇委　　員　小辻富義、橋口博文、杉薗道朗、大毛次生、鳥越淳一、永山伸一、井上勝博、
　　　　　　佃　昌樹、福元光一、江畑芳幸

（注）歳入総額及び歳出総額の差額と歳入歳出差引額の額とが一致しないのは、千円未満の端数整理
　　　（四捨五入）によるものです。

　　　実質収支・・・歳入総額から歳出総額を差し引いた決算額から翌年度へ繰越すべき財源を控除
　　　した額。



③ 平成20年12月１日発行薩摩川内市議会だより

◎薩摩川内市議会基本条例が可決されました。
　９月２６日に開催された本会議において、議会運営委員会提案による「薩摩川内市議会基本条例」
が可決され、合併後４年が経過し、５年目となる本年１０月１２日から施行されました。

　市議会は，市長及び議会の二元代表制の下，立法機能及び執行機関に対する監視機能並びに政策立
案，提言等を行うことを通じて，憲法に定める地方自治の本旨の実現を目指すものであります。
地方分権の時代にあって，市民の代表機関である議会が，市の意思決定機関として果たすべき役割は，
ますます大きくなっています。
　薩摩川内市議会基本条例は，市議会の公正性，透明性及び独自性を確保することにより，市民に開
かれた議会の実現及び議会への市民参加を推進するために制定されました。
 
　条例の主な内容は、次のとおりです。

１　市議会の活動原則
　⑴公正性，透明性及び独自性を確保し，市民に開かれた議会とすること。
　⑵市民の多様な意見を的確に把握し，市政に反映させること。
　⑶市民にとって分かりやすい言葉を用いた説明に努めること。
　⑷市議会の申合せ事項は，不断に見直しを行うこと。
　⑸市民の傍聴の意欲を高めるような市議会の運営を行うこと。

２　議員の活動原則
　⑴議会が言論の府であること及び合議制の機関であることを認識し，議員相互間の自由な討議の推
　　進を重んじること。
　⑵市政の課題全般について，市民の意見を的確に把握するとともに，自己の能力を高める不断の研
　　鑽によって，市民の代表にふさわしい活動を行うこと。
　⑶一部の団体及び地域の代表としてだけでなく，市民全体の福祉の向上を目指して活動すること。

３　市議会の責務
　　市議会は，市の施策に対する意思決定を行う議決機関として，適切な判断と責任ある活動を行わ
　なければならない。

４　議員の責務
　　議員は，市民の負託を受けて議員に選出されたことを自覚し，議員として必要な資質の向上に努
　めるとともに，誠実かつ公正な職務の遂行に努めなければならない。

５　市民参加及び市民との連携
　⑴市議会は，その活動に関する情報公開を徹底するとともに，市民に対する説明責任を十分に果た
　　さなければならない。
　⑵市議会は，常任委員会，特別委員会及び議会運営委員会の運営に当たり，参考人制度及び公聴会
　　制度を十分に活用して，市民の専門的又は政策的識見等を審議に反映させるとともに，請願及び
　　陳情を市民による政策提案と位置付け，その審議においては，必要に応じて提案者の意見を聴く
　　会を設けることができる。
　⑶市議会は，市民との意見交換の機会を設けることにより，市議会及び議員の政策提案機能の強化
　　及び拡大を図るものとする。

６　最高規範性
　　この条例は，市議会の運営における最高規範であって，市議会は，この条例の趣旨に反する市議
　会に関する条例，規則その他規程を制定してはならない。

　他に、議員の政治倫理・委員会活動・政務調査費・市議会及び議会事務局の体制整備・議員の身分
及び待遇・見直し手続を定めました。



総　括　質　疑　並　び　に　一　般　質　問

③　江口　是彦　議員　（青雲会） 

１　「行政改革推進委員会」の提言について
２　自分が納めた市民税の２％について、税の
　使い道を選べる（指定できる）薩摩川内市独
　自の制度創設について

 ①　井上　勝博　議員  （日本共産党）

１　支所廃止の提言について
２　市長など特別職の退職金については大幅削
　減を含む見直しを
３　企業立地促進条例による補助対象から大企
　業をはずし、中小企業に限定するべきでは
４　産廃施設について

 ②　樗木　孝治　議員  （薩摩川内会）

１　高江インター周辺へのＳＡ（サービスエリ
　ア）的な「道の駅」設置について伺います。

④　大田黒　博　議員　（新生会）

⑤　瀬尾　和敬　議員　（青雲会）

１　行政改革推進委員会の答申と対応について
２　地方教育行政の組織及び運営に関する法律
　の改正への対応について

１　薩摩川内市誕生以来、一体感醸成に取り組
　まれてきたが、成果をどう自己評価されるか。
　また、課題は何か。
２　薩摩川内市誕生以来、取り組んでこられた
　教育行政の成果をどう評価されるか。また、
　今後の課題は何か。

 ⑥　江畑　芳幸　議員  （市民クラブ）

１　平成２１年度の歳入に対する考え方は
２　地域産業の育成と振興策について
３　安全安心への取組に対して
４　「雇用・能力開発機構」解体方針への対策
　は
５　微量採血のための穿刺器具使いまわし問題
　について

 ⑦　川添　公貴　議員  （創政会）

１　市長退任に当たっての思い並びに市の継続
　すべき事業や夢の継承について

 ⑧　福田　俊一郎　議員　（薩摩川内会）

 ⑨　好士﨑　勝　議員　（薩摩川内会）

 ⑩　永山　伸一　議員　（新生会）

 ⑪　中島　由美子　議員　（公明党）

 ⑫　寺脇　幸一　議員　（むつみ会）

 ⑬　佃　昌樹　議員　（市民クラブ）

⑭　森永　靖子　議員　（薩摩川内会）

⑮　種田　弘二郎　議員　（新生会）

１　第３期介護保険事業と第４期に向けて
２　総合計画下期基本計画策定事業 
３　交流活力創出（都市ブランド力向上）プロ
　ジェクト

１　幹線里道，幹線市道の整備促進について
２　教育環境格差是正について

１　後期高齢者医療制度見直しへの対応につい
　て
２　消防団支援優遇制度について

１　合併４年を迎え，新たな課題について
２　女性検診について
３　給食に米粉のパンを導入できないか。

１　鉄道踏切改修について
２　可愛地区コミュニティセンターの建設につ
　いて
３　国道３号電線類地中化について

１　原子力発電施設の産業廃棄物と産業廃棄物
　処分場との関係について
２　九州電力㈱からの１．３億円の協力金につ
　いて

１　薩摩川内市　男女共同参画行政の取組につ
　いて
２　認知症を地域で支えるための方策について

１　道路整備について

④平成20年12月１日発行 薩摩川内市議会だより

◎　以降に主な質問の内容を紹介しますが、紙面
　の都合上、質問項目のうち議員が希望した１項
　目を掲載してあります。
　なお、議員名の次の（　）内は所属会派の名称
　です。
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と
が
う
た
わ
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て
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り
、
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し
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針
が
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来
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劫
続
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と
は
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な
い
。
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究
・
検
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な
こ
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あ
る
。
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回
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サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

国
土
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通
省
鹿
児
島
国
道
事
務
所
と
協

議
し
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が
、
設
置
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え
て
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な
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と

の
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で
あ
っ
た
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ま
た
、
高
江
イ
ン

タ
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よ
り
数
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ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い

久
見
崎
の
ハ
マ
ボ
ウ
が
自
生
し
て
い
る

質
問　

薩
摩
川
内
市
行
政
改
革
推
進
委

員
会
は
、「
現
行
の
支
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を
廃
止
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地

区
コ
ミ
ュ
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テ
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協
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会
単
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す
る
と
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所
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破
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の
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を
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に
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て
行
政

改
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進
委
員
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し
た
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政
改
革
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進
委
員
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で
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全
会
一

致
と
い
う
ま
と
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は
で
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な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
期
限
を
示
さ
ず
将
来
に
向

か
っ
て
検
討
す
べ
き
ひ
と
つ
の
考
え
方

を
示
し
て
い
た
だ
い
た
。
非
常
に
大
事

な
問
題
で
あ
る
の
で
、
次
の
新
し
い
議

会
や
市
長
の
も
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で
、
住
民
の
皆
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と

も
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
検
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し
て
い
た
だ
き
た
い
と
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え
て
い
る
。

　

協
定
違
反
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
地
方
自
治
法
や
地
方
財
政
法

で
は
、
常
に
行
政
の
効
率
化
や
適
正
化
、

高
江
イ
ン
タ
ー
周
辺
へ
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
的
な

「
道
の
駅
」
設
置
に
つ
い
て

樗
木　

孝
治
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周
辺
の
公
園
整
備
に
あ
わ
せ
物
産
販
売

所
等
の
整
備
を
考
え
て
い
る
た
め
「
道

の
駅
」
設
置
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
、
国
庫
補
助
金
等
利
用
で
き
な
い

か
、
民
間
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
設
置

で
き
な
い
か
、
土
地
の
確
保
を
ど
う
す

る
か
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

質
問　

①
現
行
の
支
所
を
廃
止
し
て
、

市
職
員
が
勤
務
す
る
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
と
の
提
言
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と

め
、
ど
う
具
体
化
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
支
所
は
単
に
役
所
の
仕
事
を
す
る

と
こ
ろ
で
は
な
く
、
地
域
に
と
っ
て
は

非
常
に
大
切
な
と
こ
ろ
で
あ
る
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支
所

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。
②
離
島
振
興
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根

拠
に
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甑
島
の
活
性
化
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興
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担
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す

る
部
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し
て
、「
甑
島
振
興
部（
局
）」

の
設
置
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁　

①
支
所
を
廃
止
し
て
セ
ン
タ
ー

的
な
も
の
を
設
置
し
て
い
く
と
す
れ
ば
、

そ
の
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能
は
市
民
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ー
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よ
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で
あ
る
の
か
、
果

た
し
て
そ
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よ
う
に
で
き
る
の
か
、
今

後
、
慎
重
に
、
あ
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ゆ
る
角
度
か
ら
、

十
分
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
②
提
言
の
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で
記
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て

い
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と
お
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対
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を
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育
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等
一
つ
の
総
合
的
な

甑
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振
興
課
な
り
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な
り
つ
く
る
必
要

が
あ
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の
で
は
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い
か
と
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え
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の
で
、

次
期
市
長
に
引
き
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た
い
。

質
問　

七
月
三
十
日
南
日
本
新
聞
が

「
薩
摩
川
内
市
行
革
委
、
地
区
コ
ミ

単
位
に
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セ
ン
タ
ー
﹄、
支
所
廃
止
前

提
に
提
言
へ
」
と
報
道
し
、
大
き
な
関

心
を
示
し
て
い
る
。
市
長
は
こ
の
委
員

会
か
ら
の
最
終
答
申
（
提
言
）
の
内
容

を
ど
の
よ
う
に
受
け
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め
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
次
期
市
長
へ
の
事
務
引
継
書
に

ど
の
よ
う
に
記
載
す
る
の
か
。
各
支
所

が
活
力
を
持
ち
継
続
す
る
事
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本
市
に

取
っ
て
大
き
な
力
で
あ
る
。

答
弁　

今
回
の
提
言
は
、
支
所
の
あ
り

方
に
つ
い
て
こ
う
い
う
方
法
も
あ
る
と

い
う
問
題
提
起
で
あ
る
こ
と
を
御
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
法
定
合
併
協

議
会
で
決
定
し
た
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

「
行
革
推
進
委
員
会
」
の
支
所

廃
止
提
言
に
つ
い
て江

口　

是
彦

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申

と
対
応
に
つ
い
て大

田
黒　

博

支
所
廃
止
問
題
に
つ
い
て

井
上　

勝
博



き
、
中
心
部
だ
け
で
な
く
農
村
の
田
園

地
区
、
海
洋
の
文
化
ゾ
ー
ン
地
区
、
そ

れ
ぞ
れ
配
慮
し
な
が
ら
行
政
の
推
進
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
文
化
、
特

色
を
生
か
し
た
一
つ
の
薩
摩
川
内
市
を

目
指
し
て
、
地
域
間
交
流
、
春
夏
秋
冬

事
業
等
を
組
み
立
て
な
が
ら
今
日
ま
で

行
っ
て
き
た
が
、
も
う
一
つ
し
っ
く
り

し
て
い
な
い
感
じ
も
あ
る
。
今
後
は
、

次
の
市
長
に
、
次
の
新
し
い
議
会
に
お

願
い
し
、
合
併
に
基
づ
く
諸
懸
案
事
項

を
一
つ
一
つ
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
方
の
心
が
一
つ
に
な
り
、

一
体
感
醸
成
の
あ
る
ま
ち
に
な
る
こ
と

を
希
望
す
る
。

質
問　

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
を
解
体

し
、
主
要
事
業
を
廃
止
と
の
報
道
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
川
内
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
運
営
の
み
な
ら
ず
、
本
市

に
も
大
き
な
影
響
が
出
る
が
ど
の
様
な

情
報
か
、
全
国
の
同
校
立
地
自
治
体
と

歩
調
を
合
せ
た
対
策
が
必
要
と
思
う
が
、

そ
の
方
法
は
。
ま
た
、
市
内
で
同
校
以

外
に
影
響
が
あ
る
の
か
。

画
は
尊
重
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
、
私
の
任
期
中
の
支

所
の
廃
止
は
し
な
い
と
申
し
上
げ
て
い

る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
、

新
し
い
議
会
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
地
方
公
共
団
体
は
常
に
組
織
の
合

理
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
念
頭
に
、
も
う
一
回
ゼ
ロ
か
ら
検
討

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

そ
の
こ
と
を
次
期
市
長
に
十
分
引
き
継

ぎ
た
い
。

質
問　

薩
摩
川
内
市
誕
生
以
来
、
一
体

感
醸
成
を
図
る
べ
く
「
ふ
れ
あ
い
市
民

会
議
」「
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」「
女
性

五
十
人
委
員
会
」「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
制
度
」
な
ど
を
創
設
し
、
広
聴
に

努
め
て
こ
ら
れ
た
。
歴
史
・
文
化
・
伝

統
の
異
な
る
一
市
四
町
四
村
の
合
併
で

あ
り
、
真
の
意
味
の
一
体
感
醸
成
は
容

易
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で

の
成
果
と
今
後
の
課
題
を
ど
う
考
え
る

か
。

答
弁　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ

答
弁　

行
財
政
改
革
を
含
め
、
少
子
高

齢
化
、
過
疎
、
限
界
集
落
な
ど
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、「
甑
島
の
ト

シ
ド
ン
」、「
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠

璃
」
な
ど
の
伝
統
文
化
や
藺
牟
田
池
等

の
自
然
や
景
観
な
ど
地
域
の
資
源
を
観

光
に
よ
り
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
。
で

き
る
な
ら
ば
、
歴
史
的
に
も
重
要
な
薩

摩
国
分
寺
に
つ
い
て
は
、
そ
の
復
元
を

図
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
川
内
港
や
九
州
新
幹
線
、
南

九
州
西
回
り
自
動
車
道
な
ど
を
地
域
活

性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
生
か
し
、
他
の

ま
ち
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
ほ
し
い
。

質
問　

介
護
給
付
の
適
正
化
を
念
頭
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
①
薩

摩
川
内
市
の
第
一
号
被
保
険
者
の
一
人

あ
た
り
の
介
護
費
用
は
県
内
市
町
村
に

お
い
て
ど
の
位
置
に
あ
る
の
か
。
②
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
導
入
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。
③
第
四
期
計
画
の

介
護
保
険
料
基
準
額
を
値
上
げ
す
べ
き

で
は
な
い
が
、
保
険
料
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答
弁　

川
内
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校
へ
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
同
校
の
統
廃

合
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
学
科
再
編

と
定
員
縮
小
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
存
続
に
つ
い

て
は
、
全
国
の
同
校
立
地
自
治
体
と
の

情
報
連
絡
は
も
と
よ
り
、
連
携
を
と
っ

て
国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
他

に
市
内
で
影
響
を
受
け
る
も
の
は
、
雇

用
促
進
事
業
団
の
時
代
に
建
設
し
た
宿

舎
が
市
内
に
四
ケ
所
あ
り
、
市
で
買
い

取
っ
て
ほ
し
い
と
の
相
談
も
あ
り
ま
す

が
、
建
築
後
年
数
の
た
っ
て
い
る
建
物

で
あ
り
、
莫
大
な
維
持
管
理
費
が
必
要

に
な
る
の
で
、
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

質
問　

市
長
に
お
い
て
は
、
残
さ
れ
た

課
題
、
残
さ
れ
た
夢
、
ま
た
更
な
る
大

き
な
夢
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

薩
摩
川
内
市
に
は
大
き
な
課
題
が
幾
つ

も
残
さ
れ
て
い
る
と
は
思
う
が
、
ま
ち

づ
く
り
の
夢
を
ど
の
よ
う
に
次
の
市
長

に
継
が
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

市
長
退
任
に
当
っ
て
の
思
い
並

び
に
市
の
継
続
す
べ
き
事
業
や

夢
の
継
承
に
つ
い
て川

添　

公
貴

取
り
組
ん
で
き
た
「
新
市
の
一

体
感
醸
成
」
の
成
果
と
課
題
は

何
か

瀬
尾　

和
敬

「
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
」
解

体
方
針
報
道
に
つ
い
て

江
畑　

芳
幸

⑥平成20年12月１日発行 薩摩川内市議会だより

第
三
期
介
護
保
険
事
業
と
第
四

期
計
画
に
つ
い
て福

田　

俊
一
郎



答
弁　

①
一
人
あ
た
り
の
介
護
費
用
は

県
下
四
十
六
市
町
村
の
中
で
十
三
番
目

と
か
な
り
高
い
ラ
ン
ク
と
な
っ
て
い
る
。

②
六
十
五
歳
以
上
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

介
護
保
険
へ
の
意
識
が
高
揚
し
て
介
護

給
付
の
増
嵩
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、
こ

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
早
急
に
検

討
し
た
い
。

③
保
険
料
は
、
平
均
四
千
五
百
円
で
あ

る
が
、
こ
れ
も
非
常
に
高
い
額
で
あ
る
。

次
の
市
長
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
引
き

上
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
で
き
れ
ば

下
回
る
よ
う
、
給
付
費
の
適
正
化
に
向

け
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
点
検
等
チ
ェ
ッ
ク

を
厳
し
く
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

私
は
、
平
成
十
七
年
、
十
八
年
、

そ
し
て
今
回
、
学
校
教
育
環
境
施
設
の

整
備
等
に
つ
い
て
質
問
し
、
意
見
を
述

べ
て
き
た
。
現
在
ま
で
ど
の
よ
う
に
改

善
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
学
校
統
廃
合

の
問
題
が
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て

い
る
、
狭
隘
な
教
育
環
境
施
設
に
つ
い

て
は
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
早
急
に
対

処
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁　

過
去
、
教
育
環
境
の
整
備
つ
い

て
質
問
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

も
特
に
、
議
員
か
ら
指
摘
を
受
け
て
い

た
理
科
室
と
家
庭
科
室
の
併
用
解
消
に

つ
い
て
は
、
学
校
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、

年
次
的
に
改
修
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、

学
校
施
設
整
備
等
に
つ
い
て
、
日
常
的
、

恒
常
的
に
教
育
活
動
に
支
障
を
来
た
し

て
い
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
学
校
長
か
ら

の
要
望
に
基
づ
き
、
協
議
の
上
、
対
応

し
て
い
く
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
取
っ
て

い
る
。
今
後
、
要
望
が
あ
れ
ば
、
個
別

に
精
査
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

市
民
の
消
防
団
に
寄
せ
る
期
待

と
役
割
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
が

団
員
の
高
齢
化
及
び
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
現
状
で
あ
る
。
今
後
の
消

防
団
の
活
動
活
性
化
と
団
員
確
保
策
と

し
て
の
団
員
支
援
優
遇
制
度
へ
の
取
組

と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁　

消
防
団
支
援
優
遇
制
度
は
平
成

十
二
年
四
月
に
鹿
児
島
県
消
防
協
会
が

創
設
し
た
制
度
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
、
ゴ

ル
フ
場
、
レ
ン
タ
カ
ー
等
割
引
制
度
が

あ
る
が
利
用
率
が
低
い
た
め
、
本
年
五

月
に
消
防
団
員
等
に
よ
る
消
防
団
員
支

援
優
遇
制
度
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

消
防
団
協
力
事
業
所
制
度
を
積
極
的
に

推
進
し
、
事
業
所
の
協
力
体
制
も
万
全

の
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
か
ら
、
消
防
団
員
で
あ
る
と
い
う
自

覚
と
誇
り
を
促
し
、
さ
ら
に
意
識
の
高

揚
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
消
防
団
員
証

の
交
付
、
バ
ッ
ジ
の
貸
与
を
次
期
市
長

に
消
防
団
士
気
高
揚
の
政
策
の
一
つ
と

し
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

十
代
の
思
春
期
の
頃
は
、
第
二

次
性
徴
が
始
ま
り
、
身
体
が
子
ど
も
か

ら
大
人
へ
と
変
化
す
る
時
期
で
、
心
の

発
達
に
は
仲
間
関
係
、
異
性
関
係
の
悩

み
や
自
立
を
め
ぐ
る
親
子
間
の
葛
藤
な

ど
学
童
期
ま
で
と
は
違
っ
た
新
た
な
発

達
課
題
を
も
た
ら
す
。
こ
の
よ
う
な
思

春
期
に
生
じ
る
心
理
的
問
題
や
身
体
的

問
題
な
ど
に
対
応
で
き
る
思
春
期
外
来

の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

思
春
期
の
そ
う
い
う
相
談
に
産

婦
人
科
に
行
く
と
た
ま
た
ま
知
り
合
い

に
出
く
わ
し
た
り
と
非
常
に
気
も
遣
わ

れ
る
。
そ
う
い
う
面
で
、
市
内
で
産
婦

人
科
の
ほ
か
十
幾
つ
か
の
診
療
科
目
の

あ
る
済
生
会
川
内
病
院
が
行
き
や
す
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
川
内
市
医
師
会

等
と
の
連
絡
協
議
会
、
小
児
科
産
科
医

連
絡
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
の

で
、
問
題
提
起
を
し
解
決
で
き
な
い
か

協
議
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
産
婦
人

科
の
あ
る
済
生
会
川
内
病
院
に
気
軽
に

相
談
が
で
き
る
よ
う
な
窓
口
を
も
う
け

て
い
た
だ
け
な
い
か
相
談
し
た
い
。

質
問　

鉄
道
踏
切
事
故
が
起
き
た
ら
大

参
事
に
な
る
と
過
去
の
本
会
議
で
危
険

踏
切
で
あ
る
、
水
引
小
下
、
上
川
内
本

城
、
網
津
踏
切
の
三
ヶ
所
を
市
長
に
質

問
し
て
参
り
ま
し
た
。
市
長
の
判
断
に

よ
り
水
引
小
下
は
歩
道
橋
に
、
上
川
内

本
城
踏
切
は
今
年
八
月
に
完
成
し
て
い

る
。
三
ヶ
所
目
の
網
津
踏
切
に
つ
い

て
、
狭
く
見
通
し
も
悪
く
夏
場
は
特
に

海
に
行
く
車
の
往
来
も
多
い
こ
と
か
ら

学
校
教
育
環
境
格
差
是
正
に
つ

い
て

好
士
﨑　

勝

⑦ 平成20年12月１日発行薩摩川内市議会だより

消
防
団
支
援
優
遇
制
度
に
つ
い

て

永
山　

伸
一

思
春
期
外
来
設
置
に
つ
い
て

中
島　

由
美
子

網
津
踏
切
拡
幅
改
良
に
つ
い
て

寺
脇　

幸
一



質
問　

①
放
射
性
廃
棄
物
を
産
廃
処
分

場
に
持
ち
込
む
の
で
は
と
い
う
不
安
に

ど
う
応
え
る
か
。
②
処
分
場
に
持
ち
込

ま
せ
な
い
た
め
の
対
応
策
は
。
③
大
型

の
蒸
気
発
生
器
、
原
子
炉
上
ぶ
た
の
交

換
時
に
出
る
放
射
性
廃
棄
物
の
具
体
的

処
理
方
法
は
。
④
川
内
原
発
で
も
同
じ

工
事
を
行
う
が
、
そ
の
際
出
る
廃
棄
物

の
処
分
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
弁　

①
法
律
に
基
づ
き
産
廃
場
に
持

ち
込
む
こ
と
は
な
い
。
②
法
律
の
改
正

に
よ
り
低
レ
ベ
ル
（
○
・
○
一
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
以
下
）
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

持
ち
込
み
が
可
能
に
な
る
と
の
懸
念
に

つ
い
て
は
、
地
元
と
県
と
の
環
境
保
全

協
定
の
中
で
そ
う
い
う
も
の
は
一
切
入

れ
な
い
と
い
う
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
対

応
で
き
る
と
考
え
る
。
③
倉
庫
の
中
に

ド
ラ
ム
缶
で
保
管
す
る
。
④
今
回
の
工

事
で
搬
入
路
の
拡
張
を
し
な
く
て
も
、

上
ぶ
た
も
蒸
気
発
生
器
も
入
れ
ら
れ
る

た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
廃
材
等
は
出

な
い
の
で
安
心
し
て
い
る
。

早
急
な
拡
幅
改
良
を
お
願
い
し
た
い
が

市
長
の
所
見
を
伺
う
。

答
弁　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
に
こ
の
踏

切
改
良
に
つ
い
て
委
託
方
式
で
お
願
い

し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
で
今
、
協
議

を
進
め
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
本
格
的

に
協
議
に
入
っ
て
ま
い
り
た
い
。
国
道

事
務
所
も
そ
う
い
う
考
え
方
で
あ
り
本

市
と
し
て
も
来
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し

て
の
財
政
計
画
等
も
十
分
考
慮
し
な
が

ら
、
近
い
年
度
の
中
で
こ
の
問
題
が
改

良
・
改
善
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

こ
の
路
線
は
栗
下
か
ら
中
山
団

地
に
通
じ
る
道
路
で
あ
り
、
農
畜
産
物

の
搬
入
路
、
産
業
道
路
、
生
活
道
路
と

し
て
大
変
重
要
な
道
路
で
あ
る
。
急
カ

ー
ブ
が
多
く
見
通
し
も
悪
く
、
ま
た
、

道
路
側
溝
の
フ
タ
が
未
設
置
で
あ
り
、

大
型
車
通
行
時
に
は
、
車
両
離
合
に
支

障
を
き
た
し
危
険
な
状
況
に
あ
る
。
地

域
住
民
や
生
産
者
に
対
し
て
安
心
し
て

安
全
な
道
路
整
備
を
図
る
こ
と
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁　

昭
和
五
十
五
年
ご
ろ
、
第
二
次

農
業
構
造
改
善
事
業
で
改
良
し
た
道
路

で
あ
り
、
当
時
は
ま
だ
一
○
ト
ン
以
上

あ
る
大
型
車
両
が
走
る
大
型
生
産
団
地

に
な
る
こ
と
は
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
道
路
の
必
要

性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
ま
た
、
来

年
十
一
月
に
全
国
の
カ
ン
キ
ツ
研
究
大

会
が
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
、
入
来
中

山
団
地
の
視
察
も
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

早
急
に
調
査
を
行
い
、
取
得
地
権
者
の

皆
様
方
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
少

し
ず
つ
で
も
部
分
改
良
を
行
い
た
い
。

質
問　

親
子
が
共
に
高
齢
化
し
て
い
く

現
状
に
も
関
わ
ら
ず
、
家
庭
介
護
を
行

っ
て
い
る
人
達
も
多
い
。
認
知
症
の
人

が
い
つ
ま
で
も
住
み
な
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
認
知
症

に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
対
応
等
、
研

修
活
動
を
各
自
治
会
単
位
で
、
開
催
す

る
お
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　

平
成
十
九
年
度
に
は
、
講
演
会
、

出
前
講
座
の
実
施
と
介
護
予
防
や
認
知

症
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
メ
ー
ト
の
育
成
な
ど
、
平
成
二
十

年
度
に
は
、
介
護
予
防
事
業
の
重
点
課

題
と
し
て
認
知
症
予
防
の
取
組
を
行
い
、

各
地
域
で
認
知
症
の
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ

る
予
防
講
演
会
や
個
別
相
談
会
、
認
知

症
予
防
教
室
、
ま
た
、
市
内
十
七
カ
所

の
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
で
認
知
症
予
防

教
室
な
ど
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
は
、
地
域
で
の
見
守
り
体
制

の
構
築
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
業

の
検
討
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
方
の
手
を
お

か
り
し
な
が
ら
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
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力
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関
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い
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昌
樹

大
馬
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地
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栗
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整
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い
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靖
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こ
と
か
ら
、
同
港
へ
指
定
さ
れ
る
よ
う

県
へ
要
望
さ
れ
た
い
。

②
平
成
十
九
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
残
期
間
が

三
年
間
と
な
っ
て
お
り
、
本
事
業
を
有

効
に
活
用
さ
れ
、
農
地
が
荒
廃
し
な
い

よ
う
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
新
幹
線
全
線
開
業
に
合
わ
せ
て
本
市

が
活
性
化
す
る
よ
う
、
他
市
も
参
考
に

し
な
が
ら
行
政
と
企
業
等
一
体
と
な
っ

た
取
組
を
進
め
ら
れ
た
い
。

④
新
鑒
真
寄
港
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
、

検
疫
港
指
定
に
係
る
課
題
が
あ
り
、
新

鑒
真
の
復
路
に
つ
い
て
は
川
内
港
に
入

港
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
中
国
か

ら
の
観
光
客
等
の
誘
致
に
向
け
て
努
力

さ
れ
た
い
。

（
四
）
行
政
改
革
推
進
課
の
事
務
に
つ

い
て
、
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

①
支
所
の
（
仮
称
）
新
セ
ン
タ
ー
方
式

に
つ
い
て
は
、
統
廃
合
を
含
め
た
議
論

が
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
が
、
四
十
八
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
市
民
の
意
見
を
聴
き
、
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
慎
重
に
進
め
ら
れ

た
い
。

②
四
十
八
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
職
員
配
置
を
検
討
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
地
域
の

自
主
性
を
引
き
出
し
て
い
け
る
よ
う
な

体
制
が
重
要
で
あ
り
、
従
来
ど
お
り
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
事
で
対
応
し
、
職
員
は

　

各
常
任
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
付
託

さ
れ
た
議
案
の
審
査
等
を
行
い
、
主
に

次
の
よ
う
な
意
見
・
要
望
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

九
月
三
日
開
催

（
一
）
薩
摩
川
内
市
自
治
基
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

自
治
基
本
条
例
を
市
民
へ
説
明
す
る

際
に
は
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
含
め
、

分
か
り
や
す
い
ビ
デ
オ
の
活
用
を
検
討

さ
れ
た
い
。

（
二
）
薩
摩
川
内
市
景
観
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
よ
る

景
観
提
案
制
度
は
、
地
域
活
性
化
の
観

点
か
ら
も
画
期
的
で
あ
り
、
今
後
は
四

十
八
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら

提
案
が
出
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ら
れ
た
い
。

（
三
）
平
成
二
十
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

託
分

①
甑
島
に
は
緊
急
時
の
避
難
港
が
な
い

そ
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

六
月
二
十
六
日
、
八
月
六
日
開
催

請
願
第
五
号　

墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る

法
律
施
行
細
則
（
法
）
に
つ
い
て

　

本
請
願
は
、「
無
許
可
の
墓
地
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
守
る
行
政
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の

は
、
至
極
当
然
の
内
容
で
あ
る
」
と
い

う
賛
成
討
論
が
あ
り
、
慎
重
に
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
請
願
の
趣
旨
を
了
と
し

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

九
月
四
日
開
催

（
一
）
平
成
二
十
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

託
分

①
介
護
保
険
等
に
係
る
高
齢
者
の
相
談

窓
口
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
、
市

民
に
わ
か
り
や
す
い
広
報
・
案
内
に
努

め
ら
れ
た
い
。

②
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
後

期
高
齢
者
医
療
へ
の
支
援
金
軽
減
の
た

め
に
も
、 
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
の

向
上
と
適
切
な
特
定
保
健
指
導
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・

改
善
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
認
知
症
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
予

防
講
演
会
や
家
庭
相
談
会
等
を
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
や
自
治
会
単
位
で

行
う
体
制
づ
く
り
を
検
討
さ
れ
た
い
。

（
二
）
平
成
二
十
年
度
薩
摩
川
内
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

子
供
の
い
る
滞
納
者
へ
の
資
格
証
明

書
の
発
行
に
当
た
っ
て
は
、
十
分
に
考

慮
さ
れ
た
い
。

（
三
）
平
成
二
十
年
度
薩
摩
川
内
市
国

民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設
勘
定
特
別

会
計
補
正
予
算

　

上
甑
島
の
診
療
所
で
の
人
工
透
析
診

療
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
い
。

（
四
）
平
成
二
十
年
度
薩
摩
川
内
市
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

今
後
の
甑
島
敬
老
園
の
大
規
模
改
修

に
当
た
っ
て
は
、
国
県
等
の
補
助
要
望

の
取
組
を
強
化
す
る
な
ど
し
て
、
財
源

確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

九
月
三
日
開
催

（
一
）
薩
摩
川
内
市
公
衆
浴
場
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

①
入
来
温
泉
セ
ン
タ
ー
施
設
の
整
備
に

当
た
っ
て
は
、
地
元
の
要
望
に
つ
い
て

十
分
に
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
早
期
に

　
　
　
　

委
員
長　

福
田　

俊
一
郎

市
民
福
祉
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

小
村　

亮
一

建
設
水
道
委
員
会
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各
常
任
委
員
会

報
告
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内　
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委
員
会



　

九
月
四
日
開
催

（
一
）
平
成
二
十
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

託
分

　

市
町
村
合
併
に
伴
う
市
職
員
間
の
給

与
格
差
問
題
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
解
消
さ
れ
る
よ
う
努
め
ら

れ
た
い
。

（
二
）
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
事
業
通
信
施
設
調
査
・
設
計
・
整
備

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

市
街
部
の
防
災
行
政
無
線
整
備
に
つ

い
て
は
、
過
去
の
被
災
状
況
を
考
慮
し
、

適
正
な
配
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
三
）
所
管
事
務
の
調
査
結
果
各
課
の

事
務
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
っ

た
。

①
天
辰
町
久
木
原
神
社
近
く
で
発
見
さ

れ
た
古
墳
に
つ
い
て
は
、
区
画
整
理
事

業
の
対
象
地
区
で
も
あ
る
の
で
、
な
る

べ
く
早
い
時
期
に
調
査
し
、
そ
の
取
扱

い
に
つ
い
て
結
論
を
出
さ
れ
た
い
。

②
附
属
機
関
で
あ
る
各
種
審
議
会
又
は

委
員
会
に
諮
問
を
行
い
、
そ
の
答
申
等

を
受
け
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら

の
協
議
経
過
等
を
議
会
へ
報
告
す
る
な

ど
、
そ
の
情
報
提
供
の
在
り
方
に
つ
い

設
計
を
提
示
さ
れ
た
い
。

②
公
衆
浴
場
施
設
に
つ
い
て
は
、
採
算

の
取
れ
る
体
制
を
築
か
れ
た
い
。

③
今
回
の
入
浴
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
文
書
を
配
布
す
る
な
ど
、
周
知

を
徹
底
さ
れ
た
い
。

（
二
）
平
成
二
十
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

託
分

①
市
道
百
次
青
山
線
は
、
薩
摩
川
内
都

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
供
用
開
始
さ
れ

て
か
ら
車
両
の
通
行
、
特
に
大
型
車
両

が
多
く
、
危
険
で
あ
る
の
で
、
交
通
安

全
の
た
め
勝
目
橋
の
歩
道
設
置
を
含
め
、

一
刻
も
早
く
整
備
さ
れ
た
い
。

②
道
路
維
持
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
市
政
に
対
す
る
理
解
に
も
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
今
後
も
予
算

の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
三
）
平
成
二
十
年
度
薩
摩
川
内
市
温

泉
給
湯
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

入
来
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
設
計
委
託
の

際
に
は
、
委
託
手
法
も
検
討
さ
れ
た
い
。

（
四
）
平
成
二
十
年
度
薩
摩
川
内
市
入

来
温
泉
場
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　

見
直
し
後
の
施
行
計
画
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ

る
が
、
地
元
と
連
携
し
な
が
ら
円
滑
に

推
進
さ
れ
た
い
。

三
八
％
）
で
あ
る
こ
と
、
使
用
済
燃
料

の
保
管
量
は
一
千
五
百
八
十
九
体
（
貯

蔵
率
約
六
七
％
）
で
あ
る
こ
と
及
び
本

年
八
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
一
号
機
の
定

期
検
査
に
お
け
る
蒸
気
発
生
器
及
び
原

子
炉
容
器
上
部
ふ
た
取
替
工
事
に
つ
い

て
報
告
・
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
一

号
機
の
定
期
検
査
に
従
事
す
る
作
業
員

数
の
見
込
み
、
取
替
後
の
一
号
機
の
蒸

気
発
生
器
及
び
原
子
炉
容
器
上
部
ふ
た

の
保
管
方
法
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

取
替
後
の
蒸
気
発
生
器
及
び
原
子
炉
容

器
上
部
ふ
た
の
放
射
能
の
程
度
等
に
つ

い
て
は
、
調
査
し
て
資
料
を
提
出
し
た

い
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
増

設
さ
れ
た
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
の
貯
蔵

率
と
取
替
後
の
蒸
気
発
生
器
及
び
原
子

炉
容
器
上
部
ふ
た
の
保
管
と
の
関
係
を

明
示
さ
れ
た
い
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
。

イ　

環
境
放
射
線
調
査
結
果
・
温
排
水

影
響
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
環
境
放
射
線
調
査
結

果
・
温
排
水
影
響
調
査
結
果
が
公
表
さ

れ
る
ま
で
の
流
れ
、
川
内
原
子
力
発
電

所
周
辺
環
境
放
射
線
調
査
結
果
（
平
成

十
九
年
十
月
～
十
二
月
）
の
概
要
及
び

川
内
原
子
力
発
電
所
温
排
水
影
響
調
査

結
果
（
平
成
十
九
年
度
春
季
・
夏
季
調

査
）
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
・
説
明
を

受
け
た
。

ウ　

川
内
原
子
力
発
電
所
一
号
機
一
次

て
、
検
討
・
努
力
さ
れ
た
い
。

③
市
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、

時
間
外
勤
務
の
抑
制
、
年
次
休
暇
取
得

の
促
進
等
を
含
め
、
十
分
留
意
さ
れ
た

い
。

　

各
特
別
委
員
会
は
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
八
日
開
催

（
一
）
川
内
原
子
力
発
電
所
一
号
機
・

二
号
機
の
運
転
状
況
に
つ
い
て

ア　

川
内
原
子
力
発
電
所
の
運
転
状
況

に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
一
号
機
は
昨
年
八
月
に
、

二
号
機
は
昨
年
十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
定

期
検
査
を
終
了
し
、
通
常
運
転
に
復
帰

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
本
年
五
月
末

現
在
の
気
体
・
液
体
廃
棄
物
の
放
出
量

は
年
間
放
出
管
理
目
標
値
を
大
き
く
下

回
り
、
固
体
廃
棄
物
の
貯
蔵
量
は
一
万

四
千
百
八
十
七
本
（
固
体
廃
棄
物
貯
蔵

庫
の
増
設
に
よ
り
、
前
回
報
告
分
と
比

べ
、
貯
蔵
率
が
約
四
○
％
下
回
り
、
約
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系
ポ
ン
プ
の
点
検
結
果
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
Ａ
充
て
ん
／
高
圧
注
入

ポ
ン
プ
主
軸
折
損
の
原
因
と
対
策
（
中

間
報
告
）
に
つ
い
て
、
報
告
・
説
明
を

受
け
、
そ
の
後
、
同
様
な
事
故
が
火
力

発
電
所
等
で
も
起
こ
り
得
る
の
か
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
調
査
を
し
た
い
旨

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

（
二
）
川
内
原
子
力
発
電
所
に
関
連
す

る
諸
問
題
に
つ
い
て

ア　

環
境
調
査
の
進
捗
状
況
及
び
雇
用

状
況
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
本
年
六
月
末
現
在
の
環

境
調
査
の
進
捗
状
況
と
し
て
、
総
合
進

捗
率
は
九
六
・
一
％
、
地
質
調
査
に
つ

い
て
は
敷
地
内
・
敷
地
外
地
質
調
査
が

完
了
し
、
現
在
分
析
・
評
価
中
で
あ
り
、

進
捗
率
九
八
・
一
％
で
あ
る
こ
と
、
気

象
調
査
に
つ
い
て
は
終
了
し
、
進
捗
率

一
○
○
％
で
あ
る
こ
と
、
環
境
ア
セ
ス

に
つ
い
て
は
現
況
調
査
を
終
了
し
、
現

況
調
査
の
と
り
ま
と
め
実
施
中
で
、
進

捗
率
八
七
・
二
％
で
あ
る
こ
と
及
び
地

元
発
注
・
雇
用
の
状
況
の
報
告
を
受
け

た
。

イ　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
交

付
限
度
額
算
定
に
係
る
デ
ー
タ
の
誤
り

に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
デ
ー
タ
の
誤
り
に
係
る

内
容
、
原
因
、
経
過
、
返
還
予
定
額
及

び
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
報
告
・
説

明
を
受
け
た
。

　

八
月
五
日
開
催

（
一
）
川
内
港
の
港
湾
計
画
及
び
利
用

促
進
に
つ
い
て

ア　

川
内
港
の
港
湾
計
画
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
昨
年
実
施
し
た
鹿
児
島

県
主
要
港
湾
機
能
分
担
調
査
、
環
境
現

況
補
足
調
査
の
業
務
委
託
結
果
を
踏
ま

え
、
川
内
港
の
港
湾
計
画
改
訂
の
方
向

性
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
調

査
・
検
討
等
の
段
階
で
あ
る
が
、
早
期

に
港
湾
計
画
の
改
訂
作
業
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
県
へ
要
望
す
る
旨
の
報
告
・
説

明
を
受
け
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
港

湾
計
画
の
改
訂
に
当
た
っ
て
は
、
川
内

港
の
利
用
度
が
増
え
る
よ
う
久
見
崎
地

区
に
チ
リ
メ
ン
荷
揚
場
を
設
置
す
る
よ

う
計
画
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
た
い
旨
の

意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

イ　

川
内
港
の
整
備
等
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
施
設
整
備

状
況
、
平
成
十
八
年
度
及
び
平
成
十
九

年
度
の
事
業
実
績
、
平
成
二
十
年
度
事

業
概
要
、
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
県
道

四
十
四
号
京
泊
大
小
路
線
の
平
成
二
十

年
度
事
業
概
要
並
び
に
県
道
四
十
三
号

川
内
串
木
野
線
の
平
成
二
十
年
度
事
業

概
要
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
報
告
と
内

容
は
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
の
説
明
を

受
け
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
甑

島
航
路
の
発
着
に
つ
い
て
は
唐
浜
地
区

が
適
地
と
さ
れ
て
い
る
が
、
港
の
整
備

状
況
、
安
全
面
等
か
ら
京
泊
地
区
も
検

討
さ
れ
た
い
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

ウ　

川
内
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
本
年
七
月
十
六
日
か
ら

同
月
十
八
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た

「
平
成
二
十
年
度
韓
国
ポ
ー
ト
セ
ー
ル

ス
」
の
実
績
、
七
月
二
十
三
日
か
ら
同

月
二
十
六
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た

「
中
国
江
蘇
省
常
熟
市
と
の
交
易
可
能

性
協
議
」、
本
年
七
月
三
十
日
に
実
施

さ
れ
た
「
薩
摩
川
内
港
（
川
内
港
）
ポ

ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
報
告
・
説
明
を
受
け
た
。

エ　

甑
島
航
路
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
主
要
経
過
と
し
て
、
本

年
八
月
四
日
に
、
甑
島
の
各
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長
と
甑
島
商
船
株

式
会
社
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長
か
ら

は
、
一
定
の
議
論
は
行
っ
た
こ
と
か
ら
、

市
の
考
え
の
と
お
り
、
高
速
船
は
川
内

甑
島
間
の
航
路
で
良
い
こ
と
、
ま
た
、

甑
島
市
民
一
○
○
％
の
総
意
に
よ
る
賛

成
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
甑
島
商
船
と

の
協
議
を
更
に
行
い
、
新
船
の
建
造
を

会
社
又
は
市
の
ど
ち
ら
が
行
う
の
か
を

含
め
、
早
期
決
着
を
お
願
い
す
る
旨
の

意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
、
次
に
、
甑
島

航
路
の
経
緯
と
現
状
に
つ
い
て
、
国
庫

補
助
航
路
の
存
続
、
財
源
、
港
湾
整
備

等
が
課
題
で
あ
る
こ
と
、
フ
ェ
リ
ー

「
ニ
ュ
ー
こ
し
き
」
の
燃
料
油
価
格
変

動
調
整
金
の
増
額
変
更
等
に
つ
い
て
の

報
告
・
説
明
を
受
け
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
甑
島
航
路
の
発
着
に
つ
い
て
は
、
北

西
の
風
が
船
の
欠
航
等
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
か
ら
、
川
内
港
と
同
じ
状
況
の

港
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
研
究
さ
れ
た
い
。

②
川
内
甑
島
航
路
開
設
に
つ
い
て
は
、

甑
島
市
民
の
気
運
も
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
通
時
ま
で

に
運
航
で
き
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

（
二
）
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
に
つ

い
て

　

当
局
か
ら
、
用
地
買
収
の
進
捗
状
況

等
の
報
告
・
説
明
を
受
け
、
ア
ク
セ
ス

道
（
仮
称
）
宮
崎
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

は
、
県
へ
も
機
会
あ
る
ご
と
に
要
望
す

る
旨
の
報
告
・
説
明
を
受
け
た
。

（
三
）
甑
島
縦
貫
道
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
の
主

要
経
過
と
し
て
、
本
年
三
月
十
五
日
に

実
施
さ
れ
た
甑
島
漁
業
協
同
組
合
の
部

会
に
よ
る
漁
業
補
償
交
渉
委
員
会
の
設

置
等
の
決
議
に
つ
い
て
及
び
六
月
二
十

交
通
体
系
整
備
対
策
調
査

特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

寺
脇　
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八
日
に
実
施
さ
れ
た
甑
島
漁
業
協
同
組

合
の
部
会
に
よ
る
漁
業
補
償
金
の
同
意
、

漁
業
権
の
一
部
放
棄
等
の
決
議
に
つ
い

て
の
報
告
・
説
明
を
受
け
た
。

○
こ
れ
ま
で
の
審
査
結
果

　
本
特
別
委
員
会
委
員
と
し
て
、
柏
木
、

橋
口
、
川
畑
、
杉
薗
、
大
毛
、
池
脇
、

和
田
、
初
田
、
好
士
﨑
、
福
元
、
鷺
山

及
び
江
畑
の
各
委
員
並
び
に
永
山
副
委

員
長
及
び
委
員
長
寺
脇
の
十
四
名
で
、

こ
れ
ま
で
二
年
間
に
わ
た
り
、
市
域
全

体
の
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び

港
湾
の
整
備
に
関
連
す
る
諸
問
題
に
つ

い
て
審
査
を
重
ね
、
意
見
・
要
望
等
述

べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
審
査
結
果

に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
本
会
議
に
お

い
て
報
告
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
に

は
、
速
や
か
に
対
応
さ
れ
た
も
の
や
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
も
あ
り
、

本
特
別
委
員
会
と
し
て
も
処
理
・
取
組

状
況
等
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
審
査
項
目
に
お

け
る
意
見
・
要
望
は
次
の
よ
う
に
集
約

さ
れ
る
。

　
ま
ず
、
港
湾
整
備
を
含
め
た
川
内
甑

航
路
の
実
現
に
つ
い
て
は
、「
甑
島
市

民
の
理
解
」、「
財
源
」、「
運
航
事
業

者
」、
及
び
「
港
湾
整
備
」
が
課
題
で

あ
り
、
そ
の
中
で
も
最
も
重
要
で
あ
る

「
甑
島
市
民
の
理
解
」
を
得
る
た
め
、

意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
当
局
と
し
て

鋭
意
努
力
さ
れ
た
結
果
、
甑
島
市
民
の

大
半
及
び
運
航
事
業
者
と
し
て
想
定
し

て
い
る
甑
島
商
船
株
式
会
社
の
理
解
・

賛
同
は
得
ら
れ
た
状
況
に
あ
る
が
、
他

の
課
題
も
あ
り
、
九
州
新
幹
線
全
線
開

通
時
の
新
船
建
造
に
よ
る
川
内
甑
島
航

路
の
実
現
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
ま

た
、
燃
料
油
価
格
高
騰
と
い
う
新
た
な

課
題
も
生
じ
て
お
り
、
国
庫
補
助
航
路

の
存
続
が
川
内
甑
島
航
路
実
現
の
必
須

要
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
特
別
委

員
会
の
意
見
と
し
て
、
高
速
船
の
チ
ャ

ー
タ
ー
便
を
運
航
す
る
と
い
う
考
え
も

提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
船
の
建

造
と
併
せ
て
引
き
続
き
検
討
を
さ
れ
た

い
。

　
ま
た
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
通
時
ま

で
に
川
内
甑
島
航
路
を
開
設
す
る
こ
と

に
よ
り
、
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
等
誘

致
に
よ
る
甑
島
振
興
等
、
本
市
経
済
浮

揚
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
甑

島
市
民
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
、
国

県
と
の
協
議
を
円
滑
に
進
め
な
が
ら
、

一
日
も
早
い
川
内
甑
島
航
路
開
設
を
強

く
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
川
内
港
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
県
道
四
十
四
号
京

泊
大
小
路
線
の
用
地
買
収
は
終
了
し
て

い
る
が
、
県
道
四
十
三
号
川
内
串
木
野

線
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
厳
し
い
状
況

が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
県
と
の
連
携

を
図
り
、
努
力
さ
れ
た
い
。

　
な
お
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
鹿
児
島
国
道
事
務
所
と

連
携
を
図
り
、
早
期
整
備
に
向
け
地
権

者
及
び
関
係
機
関
と
の
調
整
に
努
力
さ

れ
た
い
。

　
七
月
三
十
一
日
開
催

（
一
）
川
内
川
市
街
部
改
修
の
促
進
に

つ
い
て

　
当
局
か
ら
、
国
が
実
施
し
て
い
る
川

内
川
市
街
部
改
修
事
業
の
進
捗
状
況
、

天
辰
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進

捗
状
況
並
び
に
天
大
橋
下
流
（
右
岸
）、

天
大
橋
上
流
（
左
岸
）
及
び
大
小
路
地

区
の
改
修
計
画
・
都
市
計
画
道
路
の
状

況
等
に
つ
い
て
の
報
告
・
説
明
を
受
け
、

事
業
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
質
疑
を

行
っ
た
。

（
二
）
川
内
川
等
河
川
激
甚
災
害
対
策

特
別
緊
急
事
業
に
つ
い
て

　
当
局
か
ら
、
激
甚
災
害
対
策
の
事
業

経
過
に
つ
い
て
、
用
地
調
査
等
計
画
説

明
会
の
開
催
実
績
、
事
業
の
進
捗
状
況
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
報
告
・
説

明
を
受
け
、
事
業
の
推
進
状
況
等
に
つ

い
て
質
疑
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
今

年
度
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
る
向
田
地
区

の
堤
防
の
質
的
整
備
（
堤
防
の
強
化
）

に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
も
踏

ま
え
、
抜
本
的
な
工
法
の
採
用
も
視
野

に
入
れ
、
国
に
対
し
積
極
的
に
提
案
さ

れ
た
い
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

（
三
）
県
管
理
河
川
に
お
け
る
河
川
改

修
等
に
つ
い
て

　
当
局
か
ら
、
県
管
理
河
川
に
お
け
る

河
川
改
修
等
に
つ
い
て
、
昨
年
、
事
業

を
中
止
し
て
い
た
銀
杏
木
川
と
草
道
川

の
改
修
の
う
ち
、
草
道
川
の
改
修
に
つ

い
て
事
業
が
再
開
し
た
こ
と
、
及
び
現

在
の
県
に
お
け
る
事
業
計
画
、
予
算
の

措
置
状
況
に
つ
い
て
報
告
・
説
明
を
受

け
、
事
業
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
質

疑
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

ア
　
銀
杏
木
川
改
修
の
再
開
に
つ
い
て
、

今
後
も
引
き
続
き
、
県
に
対
す
る
申
し

入
れ
を
し
、
早
期
対
応
を
要
望
さ
れ
た

い
。

イ
　
県
管
理
河
川
の
中
洲
除
去
、
堤
防

内
の
伐
採
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
声
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
も
引
き
続
き
、
県
に
対
し
そ
れ
ら

の
改
善
対
応
を
要
望
さ
れ
た
い
。

○
こ
れ
ま
で
の
審
査
結
果

　
本
特
別
委
員
会
委
員
と
し
て
、
岩
下
、

江
口
、
小
辻
、
大
田
黒
、
種
田
、
堀
之

内
、
福
田
、
尾
﨑
、
鳥
越
、
小
村
、
樗

木
及
び
木
原
の
各
委
員
並
び
に
宮
里
副
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河
川
改
修
対
策
調
査
特
別

委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
宮
脇
　
秀
隆



委
員
長
及
び
委
員
長
宮
脇
の
十
四
名
で
、

こ
れ
ま
で
の
協
議
会
に
お
け
る
川
内
川

河
川
事
務
所
に
よ
る
説
明
会
、
あ
る
い

は
現
地
調
査
も
含
め
審
査
を
重
ね
、
意

見
・
要
望
等
を
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
、
本
会
議
に
報
告
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
各
審
査
項
目
に
お
け
る

意
見
・
要
望
は
、
次
の
よ
う
に
集
約
さ

れ
る
。

（
一
）
川
内
川
市
街
部
改
修
の
促
進
に

つ
い
て

ア
　
川
内
川
右
岸
大
小
路
地
区
の
改
修

計
画
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
何
十

年
も
要
望
を
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

上
流
の
激
特
事
業
の
進
捗
に
併
せ
、
堤

防
の
強
化
、
都
市
計
画
道
路
の
建
設
も

含
め
た
事
業
と
し
て
努
力
さ
れ
た
い
。

イ
　
堤
防
の
抜
本
対
策
が
困
難
な
場
合
、

住
民
に
対
し
て
堤
防
の
強
化
計
画
案
を

早
い
時
点
で
示
さ
れ
た
い
。

（
二
）
川
内
川
等
河
川
激
甚
災
害
対
策

特
別
緊
急
事
業
に
つ
い
て

ア
　
事
業
推
進
に
あ
っ
て
は
、
環
境
面

に
も
配
慮
し
た
か
わ
づ
く
り
の
観
点
を

も
ち
、
住
民
が
安
心
、
安
全
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら

れ
た
い
。

イ
　
川
内
川
の
防
災
へ
の
取
組
と
し
て
、

監
視
カ
メ
ラ
の
利
用
等
、
住
民
が
判
断

し
や
す
い
情
報
提
供
に
つ
い
て
、
検
討

さ
れ
た
い
。

ウ
　
輪
中
堤
等
の
災
害
対
策
に
当
た
っ

て
は
、
将
来
的
に
ポ
ン
プ
設
置
が
必
要

に
な
る
な
ど
、
経
費
的
な
面
か
ら
も
十

分
な
検
討
を
さ
れ
た
い
。

（
三
）
県
管
理
河
川
に
お
け
る
河
川
改

修
等
に
つ
い
て

ア
　
県
管
理
河
川
の
改
修
計
画
の
休
止

箇
所
に
あ
っ
て
は
、
県
の
財
政
状
況
は

理
解
す
る
が
、
関
係
機
関
へ
の
継
続
的

な
取
組
を
強
く
要
望
さ
れ
た
い
。

イ
　
改
修
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
、
市
民
の
安

全
・
安
心
等
の
観
点
か
ら
、
地
域
住
民

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ

た
い
。

　
な
お
、
川
内
川
の
改
修
等
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
、
国
に
お
い
て
策
定
予
定

で
あ
る
「
川
内
川
水
系
河
川
整
備
計

画
（
国
管
理
区
間
）」
に
即
し
な
が
ら
、

着
実
か
つ
計
画
的
に
改
修
を
進
め
て
い

た
だ
く
よ
う
、
市
当
局
と
し
て
も
積
極

的
に
関
係
機
関
に
対
し
、
強
く
要
求
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
八
月
十
二
日
開
催

（
一
）
立
地
可
能
性
等
調
査
結
果
に
つ

い
て

　
参
考
人
と
し
て
、
鹿
児
島
県
廃
棄

物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
の
中
薗
参
事
、

藤
崎
参
事
及
び
中
村
技
術
主
幹
兼
係
長
、

同
課
薩
摩
川
内
市
駐
在
の
前
田
参
事
、

種
子
島
参
事
、
新
田
参
事
付
及
び
仮
屋

園
技
術
主
査
並
び
に
県
が
調
査
を
委
託

し
て
い
る
株
式
会
社
静
環
検
査
セ
ン
タ

ー
の
飯
島
統
括
、
佐
口
係
長
及
び
竹
内

主
任
に
出
席
要
請
を
し
、
鹿
児
島
県
産

業
廃
棄
物
専
門
委
員
会
に
報
告
し
た
立

地
可
能
性
等
調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
た
。

　
ま
ず
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
調

査
と
し
て
大
気
質
、
騒
音
、
振
動
、
悪

臭
、
地
下
水
及
び
水
質
（
河
川
）
の
調

査
結
果
、
県
産
業
廃
棄
物
専
門
委
員
会

の
提
言
に
基
づ
く
調
査
と
し
て
文
化

財
・
埋
蔵
文
化
財
及
び
希
少
動
植
物
の

調
査
結
果
、
地
元
要
望
に
基
づ
く
調
査

と
し
て
地
下
水
利
用
状
況
の
聞
き
取
り

調
査
結
果
及
び
水
質
調
査
の
実
施
状
況

並
び
に
県
産
業
廃
棄
物
専
門
委
員
会
で

の
主
な
意
見
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

ア
　
搬
入
予
定
の
産
業
廃
棄
物
の
種
類
、

受
入
基
準
及
び
事
前
審
査
の
要
領
を
住

民
に
十
分
説
明
さ
れ
た
い
。

イ
　
知
事
と
地
元
自
治
会
等
と
の
意
見

交
換
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
前
回
よ
り
も
質
疑
応
答
の

時
間
を
増
や
す
な
ど
の
配
慮
を
さ
れ
た

い
。

　
次
に
、
宮
崎
県
都
城
市
の
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
（
ク
リ
ー
ン
コ
ア
た
か

ざ
き
）
に
お
け
る
遮
水
シ
ー
ト
か
ら
の

漏
水
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を

行
っ
た
。

（
二
）
知
事
と
市
長
の
意
見
交
換
に
つ

い
て

　
当
局
か
ら
、
八
月
六
日
に
行
わ
れ
た

知
事
と
市
長
の
意
見
交
換
会
の
概
要
に

つ
い
て
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ

た
。

（
三
）
県
当
局
と
の
対
応
に
つ
い
て

　
本
議
会
は
、
県
が
産
業
廃
棄
物
管
理

型
最
終
処
分
場
の
整
備
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
は
、
安
心
・
安
全
を
確
実
に
担

保
す
る
こ
と
、
情
報
公
開
を
完
璧
に
行

い
、
地
元
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
十
分
な
説
明
を
行
う
こ
と
、
地
元
住

民
の
意
見
を
尊
重
し
、
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
、
並
び
に
地
域
振
興
策
に
つ
い

て
、
地
元
住
民
や
本
市
の
意
見
を
聴
き
、

本
市
経
済
の
浮
揚
に
つ
な
が
る
よ
う
努

め
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
旨
の
意
見

書
を
県
に
対
し
て
提
出
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
本
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
、

市
当
局
が
引
き
続
き
県
当
局
と
協
議
等

を
行
う
に
際
し
て
も
、
本
議
会
の
意
向

を
考
慮
し
て
、
当
た
ら
れ
る
よ
う
強
く

望
む
も
の
で
あ
る
。
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産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終

処
分
場
対
策
調
査
特
別
委

員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
新
原
　
春
二



　
九
月
二
十
二
日
開
催

　

参
考
人
と
し
て
、
鹿
児
島
県
廃
棄

物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
の
中
薗
参
事
、

藤
崎
参
事
及
び
中
村
技
術
主
幹
兼
係
長
、

同
課
薩
摩
川
内
市
駐
在
の
前
田
参
事
、

種
子
島
参
事
、
新
田
参
事
付
に
出
席
要

請
を
し
、
関
係
自
治
会
等
と
県
知
事
と

の
意
見
交
換
会
の
概
要
及
び
整
備
地
の

決
定
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。

（
一
）
関
係
自
治
会
等
と
県
知
事
と
の

意
見
交
換
会
に
つ
い
て

　

八
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
県
知

事
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
、
県
知

事
が
説
明
し
た
生
活
環
境
等
影
響
調
査
、

施
設
構
造
等
、
環
境
保
全
協
定
の
締
結
、

地
域
振
興
策
の
内
容
及
び
質
疑
応
答
の

概
要
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
質
疑

を
行
っ
た
。

　

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
述
べ

ら
れ
た
意
見
・
要
望
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

①
地
域
振
興
策
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
丁
寧
に
説
明
を

し
、
住
民
と
十
分
協
議
を
行
い
な
が
ら

対
応
さ
れ
た
い
。

②
関
係
自
治
会
等
の
み
で
な
く
、
市
民

全
体
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
広
報
等
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

③
地
元
住
民
が
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ

と
は
、
聞
き
取
り
調
査
等
を
実
施
す
る

な
ど
し
て
原
因
を
分
析
し
な
が
ら
、
そ

の
解
消
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
二
）
整
備
地
の
決
定
に
つ
い
て

　

九
月
八
日
に
県
知
事
が
整
備
地
に
決

定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
、
整
備
地
決
定
の
理
由
、
整
備
に

向
け
た
取
組
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

　

平
成
十
九
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員

会
は
九
月
八
日
か
ら
九
月
十
二
日
ま
で

の
五
日
間
開
催
さ
れ
、
平
成
十
九
年
度

薩
摩
川
内
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

十
五
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
平
成

十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
水
道
事
業
会
計

決
算
、
平
成
十
九
年
度
薩
摩
川
内
市
工

業
用
水
道
事
業
会
計
決
算
及
び
平
成
十

九
年
度
薩
摩
川
内
市
自
動
車
運
送
事
業

会
計
決
算
は
、
既
に
監
査
委
員
の
審
査

意
見
書
に
よ
り
、
計
数
は
正
確
で
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
特

別
委
員
会
は
、
各
会
計
の
予
算
執
行
の

適
否
及
び
そ
の
行
政
効
果
を
た
だ
す
と

と
も
に
、
決
算
審
査
が
今
後
の
市
行
政

の
計
画
及
び
実
施
並
び
に
財
政
運
営
の

在
り
方
に
示
唆
を
与
え
、
有
効
に
生
か

さ
れ
る
こ
と
を
審
査
方
針
と
し
た
。

　

ま
た
、
審
査
の
方
法
は
、
審
査
日
程

の
決
定
に
基
づ
き
、
ま
ず
、
当
局
か
ら

平
成
十
九
年
度
の
決
算
概
要
の
説
明
及

び
監
査
委
員
の
審
査
結
果
の
報
告
を
受

け
、
そ
の
後
、
各
部
・
局
、
課
、
室
、

機
関
ご
と
に
審
査
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
当
局
か
ら
決
算
審
査
の
資

料
と
し
て
提
出
さ
れ
た
決
算
附
属
書
等

の
諸
資
料
を
審
査
の
参
考
と
し
た
。

　
「
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
の
最
終

予
算
現
額
は
四
百
八
十
七
億
三
千
二
十

一
万
一
千
円
、
歳
出
決
算
額
は
四
百
五

十
一
億
七
千
一
百
三
十
六
万
八
千
円
と

な
っ
た
。
本
市
で
は
、
合
併
以
降
引
き

続
き
、
投
資
的
事
業
の
抑
制
、
将
来
発

展
基
盤
の
形
成
の
た
め
の
財
源
の
重
点

的
な
配
分
、
経
常
的
な
事
務
事
業
の
見

直
し
を
図
っ
て
き
た
が
、
今
後
と
も
引

き
続
き
市
政
改
革
大
綱
を
着
実
に
実
施

す
る
な
ど
、
な
お
一
層
の
行
財
政
改
革

の
推
進
に
努
め
て
参
り
た
い
」
と
の
報

告
の
後
、「
一
般
会
計
と
十
五
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
差
引
残
額
二
十
五
億
七

千
七
百
二
十
二
万
九
千
円
か
ら
、
繰
越

明
許
費
の
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
七
億
六
百
七
十
五
万
九
千
円
を
控
除

し
た
実
質
収
支
は
、
十
八
億
七
千
四
十

七
万
一
千
円
の
黒
字
決
算
で
あ
っ
た
」

と
の
説
明
を
受
け
た
。

　
「
決
算
の
状
況
及
び
審
査
の
結
果
並

び
に
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
は
、
決
算

書
類
と
と
も
に
配
布
し
て
い
る
意
見
書

の
と
お
り
で
あ
る
が
、
各
会
計
及
び
企

業
会
計
の
決
算
計
数
は
正
確
で
あ
り
、

会
計
諸
帳
簿
と
一
致
し
、
証
票
書
類
と

符
合
し
て
お
り
、
予
算
の
執
行
に
つ
い

て
も
、
お
お
む
ね
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
た
。
ま
た
、
健
全
化
判

断
比
率
及
び
公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資

金
不
足
比
率
の
審
査
に
つ
い
て
、
健
全

化
判
断
比
率
及
び
公
営
企
業
会
計
ご
と

の
資
金
不
足
比
率
、
ま
た
、
そ
の
算
定

の
基
礎
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

は
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成
さ
れ
て
い
る

と
認
め
た
。

　

な
お
、
平
成
十
九
年
度
各
会
計
決
算

等
は
、
い
ず
れ
も
所
期
の
目
的
に
即
し

た
成
果
を
収
め
た
決
算
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　

当
該
年
度
の
決
算
は
、
平
成
十
六
年

十
月
に
市
町
村
合
併
し
て
四
年
目
の
決

算
で
あ
り
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

の
合
計
で
前
年
度
と
対
比
す
る
と
、
歳

入
が
九
十
九
・
○
％
、
歳
出
が
九
十

九
・
二
％
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
の
財
政
分
析
指
標
を
前

年
度
と
比
較
す
る
と
、
財
政
力
指
数
は

○
・
五
一
で
○
・
○
三
ポ
イ
ン
ト
の
上

昇
、
公
債
費
比
率
は
十
四
・
四
％
で
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○
・
八
ポ
イ
ン
ト
の
、
実
質
収
支
比
率

は
四
・
五
％
で
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
の
そ

れ
ぞ
れ
改
善
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
、
財

政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比

率
に
お
い
て
も
、
九
十
四
・
五
％
と

○
・
四
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
が
な
さ
れ
る

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
数
値
と
は
い

え
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
今
期
限
り
で
勇
退
を
表
明
さ
れ
て

い
る
森
市
長
が
、『
市
民
意
識
の
一
体

感
の
醸
成
』、『
不
均
衡
の
是
正
』
に
向

け
重
点
的
に
施
策
を
展
開
さ
れ
な
が
ら

も
、
市
政
改
革
大
綱
、
改
革
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
合
併
時
に
普
通
会
計
に
お
け

る
市
債
残
高
六
百
五
十
三
億
円
超
、
公

債
費
比
率
十
七
・
一
％
と
極
め
て
厳
し

い
財
政
状
況
で
あ
っ
た
も
の
を
、
既

に
市
債
残
高
で
六
十
一
億
円
超
減
ら
す

な
ど
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
強
い
信

念
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
財
政

運
営
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
高
く
評
価

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
願
わ
く
は
、
次

の
市
政
に
お
い
て
も
こ
の
基
調
を
堅
持

し
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
や

優
先
度
の
高
い
事
業
を
見
極
め
な
が
ら
、

『
市
民
が
創
り　

市
民
が
育
む　

交
流

躍
動
都
市
』
の
実
現
を
目
指
し
、
南
九

州
の
地
方
拠
点
都
市
と
し
て
更
な
る
飛

躍
・
発
展
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
の
報
告
・
説
明
を
受
け
た
。

【
企
画
経
済
委
員
会
関
係
】

①
市
政
改
革
研
修
・
講
演
会
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
職
員
が
行
政
の
プ
ロ
と
し

て
の
意
識
付
け
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、

そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

②
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
成
果
を
今

後
も
継
続
的
に
検
証
す
る
と
と
も
に
、

指
定
管
理
者
に
対
し
て
、
安
定
し
た
雇

用
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
雇
用
不
安
の

解
消
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
請
さ
れ
た

い
。

③
組
織
機
構
の
見
直
し
の
際
に
は
、
引

き
続
き
職
員
の
意
見
も
聴
取
さ
れ
た
い
。

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
事
の
報
酬
に
つ
い

て
は
、
業
務
に
応
じ
た
額
と
な
る
よ
う

検
討
さ
れ
た
い
。

⑤
市
が
所
有
す
る
集
会
所
で
自
治
公
民

館
と
し
て
利
用
で
き
る
も
の
は
、
地
元

へ
の
譲
渡
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑥
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た
広
報
業
務
に
つ

い
て
は
、
効
果
的
な
情
報
伝
達
と
な
る

よ
う
活
用
の
在
り
方
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑦
市
民
便
利
帳
の
内
容
に
変
更
等
が
あ

る
場
合
は
、
広
報
紙
等
で
速
や
か
に
周

知
さ
れ
た
い
。

⑧
保
守
点
検
業
務
の
委
託
契
約
に
つ
い

て
は
、
業
者
へ
の
発
注
方
法
を
検
討
し
、

経
費
削
減
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ら
れ

た
い
。

⑨
多
額
な
不
用
額
に
つ
い
て
は
、
早
め

の
情
報
収
集
を
行
い
、
適
正
な
時
期
に

処
理
さ
れ
た
い
。

⑩
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
多
額
の
費
用
と
時
間

を
費
や
す
こ
と
か
ら
、
ま
ち
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
、
よ
り
効
果
的
な
取

組
と
な
る
よ
う
対
処
さ
れ
た
い
。

⑪
中
心
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
大
売
出

し
加
盟
店
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
、

商
店
街
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
中
元
及
び
歳
末
の
大
売
出
し
に
係

る
経
費
を
市
か
ら
援
助
で
き
な
い
か
検

討
さ
れ
た
い
。

⑫
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
及

び
修
繕
に
つ
い
て
は
、
日
常
的
に
行
う

施
設
管
理
で
早
期
に
発
見
で
き
る
こ
と

か
ら
、
予
備
費
充
用
が
な
い
よ
う
配
慮

さ
れ
た
い
。

⑬
水
産
資
源
の
維
持
・
増
殖
に
つ
い
て

は
、
衰
退
し
な
い
よ
う
更
に
努
力
さ
れ

た
い
。

⑭
委
員
等
報
酬
に
係
る
当
初
予
算
の
算

定
に
当
た
っ
て
は
、
報
酬
を
支
給
さ
れ

な
い
者
に
つ
い
て
は
積
算
し
な
い
な
ど
、

適
正
な
算
定
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑮
市
単
独
土
地
改
良
事
業
費
に
つ
い
て

は
、
多
額
の
不
用
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

支
所
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
か

ら
要
望
の
あ
る
箇
所
を
多
く
整
備
で
き

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

⑯
湛
水
防
除
施
設
（
排
水
機
場
）
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
状
を
把
握
し
、
必
要
な
対
応
を
さ
れ

た
い
。

【
市
民
福
祉
委
員
会
関
係
】

①
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
多
目
的
機

能
の
付
加
に
よ
る
普
及
策
も
研
究
さ
れ

た
い
。

②
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
の
監
視
地
域

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
上
陸
傾
向

も
考
慮
の
上
、
地
域
追
加
も
検
討
さ
れ

た
い
。

③
予
防
保
全
の
補
修
等
に
よ
り
川
内
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
施
設
の
延
命
化

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
元
企
業
へ
の

発
注
に
つ
い
て
も
更
に
研
究
さ
れ
た
い
。

④
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
更
に
努

め
ら
れ
た
い
。

⑤
食
道
が
ん
等
が
早
期
に
発
見
で
き
る

よ
う
な
取
組
を
研
究
さ
れ
た
い
。

⑥
バ
ス
に
弱
い
高
齢
者
は
、
市
内
の
医

◇
主
な
意
見
・
要
望
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⑦
総
合
評
価
落
札
方
式
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
景
気
の
動
向
を
問
わ
ず
不
良
不

適
格
業
者
を
排
除
で
き
る
よ
う
、
長
期

的
視
野
に
立
ち
、
周
知
を
図
り
な
が
ら

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

⑧
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
衛

生
管
理
面
の
み
で
な
く
、
職
員
の
業
務

内
容
、
人
員
配
置
等
に
つ
い
て
も
配
慮

し
な
が
ら
、
総
合
的
な
取
組
に
努
め
ら

れ
た
い
。

⑨
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
、
非
常
時
の

交
通
手
段
に
民
間
バ
ス
の
利
用
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
現
実
的
に
は
厳
し
い

面
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
九
州
電
力

あ
る
い
は
鹿
児
島
県
に
よ
る
配
置
に
つ

い
て
要
請
さ
れ
た
い
。

⑩
補
助
金
等
評
価
委
員
会
委
員
の
選
定

に
当
た
っ
て
は
、
改
選
時
の
再
任
も
考

え
ら
れ
る
が
、
幅
広
い
意
見
を
求
め
る

た
め
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
配
慮
さ

れ
た
い
。

　

鹿
島
地
域
の
海
水
淡
水
化
装
置
は
、

不
使
用
で
あ
り
な
が
ら
維
持
管
理
経
費

が
か
か
る
の
で
、
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
水
道
局
で
十
分
検
討
さ
れ
た

い
。

　

加
入
率
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
地
元

説
明
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま

療
機
関
に
通
院
し
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、

川
内
地
域
診
療
所
の
運
営
を
継
続
さ
れ

た
い
。

⑦
介
護
認
定
審
査
業
務
の
迅
速
化
に
努

め
ら
れ
た
い
。

⑧
保
育
料
の
滞
納
徴
収
に
つ
い
て
は
、

特
に
現
年
度
分
の
徴
収
に
努
力
さ
れ
た

い
。

⑨
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施

術
料
受
診
券
の
利
用
促
進
に
努
め
ら
れ

た
い
。

【
建
設
水
道
委
員
会
関
係
】

①
市
道
隈
之
城
高
城
線
と
国
道
二
六
七

号
と
の
交
差
点
改
良
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
要
望
が
強
い
の
で
、
一
日
も
早
く

整
備
で
き
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

②
市
道
隈
之
城
高
城
線
の
県
道
川
内
加

治
木
線
か
ら
宮
崎
町
側
の
延
伸
に
つ
い

て
は
、
平
佐
川
に
架
か
る
梅
ヶ
渕
橋
は

交
通
量
が
多
く
渋
滞
し
、
交
通
事
故
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
整
備
促
進
に
努
力

さ
れ
た
い
。

③
川
内
中
央
中
学
校
か
ら
下
る
市
道
横

馬
場
田
崎
線
は
、
急
カ
ー
ブ
で
危
険
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
整
備
の
考
え
方
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

④
市
営
住
宅
の
住
宅
使
用
料
の
減
免
規

定
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
県
と
同

様
な
取
扱
い
と
な
る
よ
う
早
く
見
直
し

を
さ
れ
た
い
。

⑤
市
営
住
宅
の
住
宅
使
用
料
の
未
納
対

策
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
を
提
起
す
る
な

ど
強
い
姿
勢
で
取
り
組
ま
れ
た
い
。

⑥
市
営
住
宅
の
う
ち
、
入
居
募
集
を
し

て
い
な
い
政
策
空
き
家
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
市
民
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
な

情
報
の
提
供
に
努
め
ら
れ
た
い
。

【
総
務
文
教
委
員
会
関
係
】

①
機
器
更
新
に
伴
い
処
分
す
る
教
育
用

パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
へ
の
売
却
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

た
い
。

②
郷
土
芸
能
保
存
奨
励
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
国
指
定
文
化
財
の
郷
土
芸
能
に

対
し
て
の
支
給
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

た
い
。

③
ま
ご
こ
ろ
文
学
館
の
書
籍
「
改
造
」

の
収
集
に
つ
い
て
は
、
来
館
者
に
と
っ

て
魅
力
的
な
資
料
の
充
実
の
た
め
に
、

引
き
続
き
努
力
さ
れ
た
い
。

④
国
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る
「
永
利

の
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ
」
に
つ
い
て
は
、
樹

勢
状
態
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、

案
内
看
板
の
改
修
等
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑤
牛
乳
保
冷
庫
購
入
に
伴
う
予
備
費
充

用
に
つ
い
て
は
、
制
度
上
認
め
ら
れ
て

い
る
と
は
い
え
、
望
ま
し
い
こ
と
で
は

な
い
の
で
、
今
後
は
、
予
算
編
成
時
に

現
状
把
握
、
精
査
が
確
実
に
な
さ
れ
る

よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

⑥
樋
脇
保
健
セ
ン
タ
ー
の
復
旧
工
事
に

つ
い
て
は
、
自
然
災
害
と
し
て
経
費
負

担
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
設
計
、
積

算
、
施
工
管
理
、
工
場
検
査
等
の
充
実

に
努
め
ら
れ
た
い
。

で
以
上
に
努
力
さ
れ
た
い
。

　

豪
雨
に
よ
り
舗
装
が
完
了
し
て
い
な

い
道
路
が
荒
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

修
繕
を
行
い
、
ま
た
、
整
備
中
の
土
地

に
お
い
て
は
土
砂
の
流
失
を
防
止
す
る

対
策
を
実
施
さ
れ
た
い
。

　

甑
島
の
診
療
所
の
患
者
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
に

基
づ
き
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
等
の
改
善
に

努
め
ら
れ
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
収
入
未
済
額
が

多
額
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
更
な
る
収

納
率
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
旨
の
意
見

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

甑
島
の
自
動
車
運
送
事
業
に
つ
い
て

は
、
不
可
欠
な
公
共
交
通
機
関
と
し
て

多
額
の
経
費
を
か
け
て
利
便
性
を
高
め

る
努
力
を
し
て
い
る
が
、
経
営
状
況
も

厳
し
い
こ
と
か
ら
、
経
営
改
善
に
向
け

て
、
今
後
、
全
庁
的
課
題
と
し
て
取
り

組
ま
れ
た
い
。
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簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
関
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自
動
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送
事
業
会
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決
算
関
係

入
来
温
泉
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地
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特
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関
係

国
民
健
康
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施
設
勘
定
特
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会
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係

国
民
健
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保
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事
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特
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会
計
歳
入
歳
出
決
算
関
係



⑰ 平成20年12月１日発行薩摩川内市議会だより

平成２０年第３回定例会議決結果
企画経済委員会への付託分

薩摩川内市セントピア条例の一部を改正する条例の制定につい
て

原案可決議案第１０６号

薩摩川内市報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

原案可決議案第１３３号

薩摩川内市自治基本条例の制定について 原案可決議案第１０１号

薩摩川内市景観条例の制定について 原案可決議案第１０２号

鳥丸上辺地に係る総合整備計画を定めるについて 原案可決議案第１０３号

上甑辺地及び下甑辺地に係る総合整備計画の変更について 原案可決議案第１０４号

薩摩川内市過疎地域自立促進計画の変更について 原案可決議案第１０５号

平成２０年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１１６号

市民福祉委員会への付託分

薩摩川内市在宅介護支援センター条例の一部を改正する条例の
制定について

原案可決議案第１０７号

平成２０年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会
計補正予算

原案可決議案第１２５号

平成２０年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１１６号

平成２０年度薩摩川内市老人保健医療事業特別会計補正予算 原案可決議案第１２６号

平成２０年度薩摩川内市国民健康保険事業特別会計補正予算 原案可決議案第１２４号

平成２０年度薩摩川内市介護保険事業特別会計補正予算 原案可決議案第１２７号

平成２０年度薩摩川内市介護サービス事業特別会計補正予算 原案可決議案第１２８号

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

建設水道委員会への付託分

１８災第１７１９号久住・長野線橋梁災害復旧工事（５工区）
請負契約の締結について

原案可決議案第１１０号

新たに生じた土地の確認について【大字港町字唐山6110の182、
6110の185の地先公有水面埋立地】

原案可決議案第１０８号

字の区域の変更について【大字港町字唐山】 原案可決議案第１０９号

薩摩川内市営駐車場条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決議案第１１１号

薩摩川内市特別用途地区内における建築物の制限に関する条例
の制定について

原案可決議案第１１２号

薩摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決議案第１１３号

薩摩川内市一般住宅条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決議案第１１４号



財産の価格を低減して処分することについて
【青山町字島田3586番4   ほか２筆
  4,312.71平方メートル　処分価格　１千３７１万２,８５０円】

原案可決議 案 第 ９ ０ 号

財産の価格を低減して処分することについて
【平佐町字稲荷迫3879番2
 1,487.16平方メートル　処分価格　    ８２２万５,７００円】

原案可決議 案 第 ９ １ 号

財産の価格を低減して処分することについて
【百次町字薩摩迫1069番22
 2,736.99平方メートル　処分価格　　 ７７５万９,３５０円】

原案可決議 案 第 ９ ２ 号

財産の価格を低減して処分することについて
【高江町字仮屋1901番
 2,227.26平方メートル　処分価格　　 １８８万８,５００円】

原案可決議 案 第 ９ ３ 号

⑱平成20年12月１日発行 薩摩川内市議会だより

平成２０年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会
計補正予算

原案可決議案第１２１号

平成２０年度薩摩川内市川内駅周辺地区土地区画整理事業特別
会計補正予算

原案可決議案第１２２号

平成２０年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別
会計補正予算

原案可決議案第１２３号

平成２０年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１１６号

平成２０年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決議案第１１７号

平成２０年度薩摩川内市温泉給湯事業特別会計補正予算 原案可決議案第１１８号

平成２０年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算 原案可決議案第１１９号

平成２０年度薩摩川内市漁業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決議案第１２０号

総務文教委員会への付託分

薩摩川内市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決議 案 第 ８ ９ 号

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

財産の価格を低減して処分することについて
【高城町字妹瀬里1432番1
 　361.16平方メートル　処分価格　　 １２３万５,１００円】

原案可決議 案 第 ９ ４ 号

財産の価格を低減して処分することについて
【中郷町四丁目186番
 2,342.89平方メートル　処分価格　　   1千４万３,７００円】

原案可決議 案 第 ９ ５ 号

財産の価格を低減して処分することについて
【陽成町字中坪5316番1
   569.71平方メートル　処分価格　　 　８１万７.４００円】

原案可決議 案 第 ９ ６ 号

財産の無償譲渡について
【中村町字前水流7126番2　ほか１筆　3,191.78平方メートル】

原案可決議 案 第 ９ ８ 号

財産の価格を低減して処分することについて
【里町里字里向馬場1621番１　ほか１筆
 4,519.82平方メートル 処分価格 １千６７８万８,０５０千円】

原案可決議 案 第 ９ ７ 号

薩摩川内市公衆浴場施設条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

原案可決議案第１１５号



⑲ 平成20年12月１日発行薩摩川内市議会だより

本会議審議（委員会への付託省略分）

決算審査特別委員会への付託分

鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減
少及び鹿児島県市町村総合事務組合規約の変更について

可　　決議案第８６号

薩摩川内市議員報酬及び費用弁償等に関する条例の制定につい
て

原案可決議案第１３０号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市一般会計歳入歳
出決算）

認　　定議案第１３４号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市簡易水道事業特
別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１３５号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市温泉給湯事業特
別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１３６号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市公共下水道事業
特別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１３７号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市農業集落排水事
業特別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１３８号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市漁業集落排水事
業特別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１３９号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市浄化槽事業特別
会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１４０号

防災行政無線デジタル化整備事業通信施設調査・設計・整備工
事請負契約の変更について

原案可決議案第１３２号

財産の無償譲渡について
【水引町字五反田4795番1　2,437.12平方メートル】

原案可決議案第９９号

平成２０年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第８７号

薩摩川内市議会基本条例の制定について 原案可決議案第１５３号

平成２０年度薩摩川内市水道事業会計補正予算 原案可決議案第８８号

人権擁護委員候補者の推薦について 同　　意議案第１５４号

薩摩川内市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原案可決議案第１２９号

薩摩川内市使用済核燃料税条例の制定について 原案可決議案第１００号

薩摩川内市土地開発公社定款の一部変更について 原案可決議案第１３１号

平成２０年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１１６号

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市天辰第一地区土
地区画整理事業特別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１４１号



議会の動き

請 願 の 処 理 状 況
請願番号 件              名 結  果

請願第５号 墓地埋葬等に関する法律施行細則（法）について 採　　択

意　見　書
次の意見書を可決し、関係行政庁に提出しました。

件 　 　 　 　 　 　 名 提 　 　 　 出 　 　 　 先
新たな過疎対策法の制定に関する意見書 内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、農林水産大臣、

国土交通大臣

◎　今後の日程については、決定次第随時ホームページに掲載いたします。
※　日程は変更になる場合があります。間近になりましたら、議会事務局に問い合わせください。
　（ホームページでもお知らせいたします。）
　本会議は、原則、どなたでも傍聴することができます。
市役所４階にありますので、傍聴席入口の申込書に住所・氏名等を記入し、受付箱に入れて傍聴して
ください。（傍聴席数は５０席です。）庁舎２階ロビーや４８地区コミュニティセンター等、一部の
市の施設でも本会議の映像配信をしています。
　また、各委員会は、委員長の許可を得て、傍聴することができます。なお、委員会の傍聴席の上限
数は次のとおりです。　第１委員会室　12人、第２委員会室　16人、第３委員会室　30人
　傍聴希望の方は、議会事務局までお越しください。
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議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市川内駅周辺地区
土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１４２号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市入来温泉場地区
土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１４３号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市老人保健医療事
業特別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１４８号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市公共用地先行取
得等事業特別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１４４号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市介護保険事業特
別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１４９号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市国民健康保険直
営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１４５号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市水道事業会計決
算）

認　　定議案第１５０号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市介護サービス事
業特別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１４６号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市工業用水道事業
会計決算）

認　　定議案第１５１号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市国民健康保険事
業特別会計歳入歳出決算）

認　　定議案第１４７号

決算の認定について（平成１９年度薩摩川内市自動車運送事業
会計決算）

認　　定議案第１５２号


